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大
和
町
文
化
財
保
護
協
会

創
立
四
〇
周
年
を
迎
え
て

会

長

佐

藤

光

本
会
創
立
四
〇
周
年
を
迎

え
る
に
当
た

っ
て
、
草
創
期

の
先
輩
た
ち
の
ご
努
力
と
熱

情
を
改
め
て
感
得
し
、
決
意

を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。岐

阜
県
で
は
、
昭
和
三
八

年

（
一
九
六
三
）
度
の
置
県

百
周
年
記
事
業
の

一
つ
と
し

て
岐
阜
県
史
の
編
纂
が
始
ま

り
、
そ
れ
を
契
機
に
、
県
下

の
市
町
村
史
編
纂
ブ
ー
ム
も

起
き
ま
し
た
。

わ
が
大
和
町

（当
時
大
和

村
）
で
は
、
昭
和

四

四
年

（
一
九
六
九
）
九
月
、
山
下

村
長
の
要
請
に
よ
り
、
村
史

編
集
準
備
会
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
同
年

一
一
月
に
は
編

集
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
村

史
の
編
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

県

・
市

・
町
村
史
の
編
纂

が
進
む
に
つ
れ
、
必
然
的
に

「文
化
財
は
国

・
地
方
の
歴

史
や
文
化
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
尊

い
文
化
遺
産
で
あ
る
。
我
々
は
郷
土

の
文
化
財
を
守
り
、
後
世

へ
伝
え
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
基
に
し
て
、
新

し
い
文
化
を
創
造
発
展
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
機
運
が
醸
成

さ
れ
ま
し
た
。

◎
昭
和
四
五
年

の
立
場
か
ら

文
化
財
保
護

協
会
結
成
の

動
き
が
あ
る

こ
と
を
察
知

さ
れ
た
県
教

育
委
員
会
社

会

教

育

課

は
、
七
月
八

県
内
各
地
で
独
自

日
、
こ
れ
ら
を
調
整
し
、
全
県

一
本

の
協
会
設
立
を
促
す
た
め
、
代
表
者

一
〇
名
を
招
集
し
て
設
立
準
備
会
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
九

・
二
六
　
同
課
は
各
市
町
村

教
育
委
員
会
に
、
協
会
設
立
の
た
め

の
発
起
人
推
薦
を
依
頼
し
ま
し
た
。

大
和
村
で
は
、
村
史
編
集
委
員
長
の

野
田
直
治
氏
が
発
起
人
に
加
わ
り
、

設
立
に
参
画
し
ま
し
た
。

◎
昭
和
四
六
年

・
三

。
一
七
　
岐
阜
県
文
化
財
保
護

協
会
設
立
総
会
開
催
。

・
四

。
一
日
　
大
和
村
文
化
財
審
議

会
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
四
九
年
よ
り
、

村
内

史
跡

・
絵

画

・
彫

刻

。
工
芸

品

。
考
古
資
料

・
歴
史
資
料

・
天
然

記
念
物
等
が
次
々
と
指
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
で
は
、
町
内
に
国
。

県

・
市
指
定
文
化
財
が
実
に

一
三
四

件
に
達
し
て
お
り
ま
す

・
一
〇

。
一　

県
協
会
の
発
起
人
を

務
め
た
野
田
直
治
氏
は
、
村
史
編
集

委
員
ら
と
協
議
を
重
ね
、
こ
の
日
を

旨

の
周
知
を
は
か
り
、

に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
昭
和
五
二
年

期
し
て
、
大

和
村
文
化
財

保
護
協
会
を

設
立
し
ま
し

た
。爾

来
、
心

あ
る
人
た
ち

に

呼

び

掛

け
、
会

の
趣

会
員

の
増
加

・
七

・
二
九
　
会
員
数
が
八
〇
名

に
達
し
た
の
を
機
に
、
岐
阜
県
文
化

財
保
護
協
会
大
和
支
部
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

支
部
設
立
総
会
で
は
、
規
約
制
定
、

七
鈴
五
獣
鏡

岐
阜
県
指
定
重
要
文
化
財

時
代
　
エハ
世
紀
中
ご
ろ

（約

一
五
〇
〇
年

一削
）

管
理
者
　
徳
永
多
賀
神
社

鏡
は
、
写
真
の
よ
う
に
、
全
体
の
四
分

の

一
が
欠
損
し
て
い
る
。
白
銅
製
で
、
鏡

面
は
光
沢
の
あ
る
灰
色
を
呈
し
て
お
り
、

文
様
の
あ
る
面
は
外
か
ら
鋸
刃
文
帯
、
連

続
三
角
形
文
帯
、
偽
銘
帯
が
あ
り
、
そ
の

内
側
に
小
さ
な
五
つ
に
乳
と
形
状
不
明
な

五
獣
を
配
し
て
い
る
。
直
径

一
一
・
四
セ

ン
チ
、
周
囲
に
七
つ
の
鈴
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
三
個
が
欠
け
て
い
る
。
鈴
子
は

小
石
で
、振
る
と
か
す
か
な
音
を
立
て
る
。

役
員
選
出
、
五
三
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
の
承
認
、
南
濃
町
円
満
寺
住

職
で
、
県
保
護
協
会
の
代
表
者
の

一

人
石
川
良
宣
氏
を
招

い
て
の
記
念
講

演

「
仏
像
の
拝
み
方
」
な
ど
、
熱
の

こ
も

っ
た
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

上
二
上
二
一　

会
誌

「
文
化
財
や
ま

と
」
が
創
刊
さ
れ
、
村

（町
）
内
文

化
財
の
紹
介
、
地
元
の
文
化
財
を
は

じ
め
、
町

。
郡

（市
Ｙ

県
内
外

の

文
化
財
の
見
学

・
研
修
な
ど
、
会
の

活
動
の
様
子
の
報
告
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。

発
会
当
初
か
ら
、
会
の
役
員
は
、

文
化
財
保
護
審
議
会

・
村

（町
）
史

編
集
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
兼
ね
て
い

た
こ
と
か
ら
、
「
広
報
や
ま
と
」
を

活
用
し
て
、
村

（町
）
内
の
文
化
財
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を
村

（町
）
民
に
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◎
昭
和
五
四
年
六
月
、
東
氏
館
跡
庭

園
が
発
見
さ
れ
、
同
六
二
年
六
月

一

三
日
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
同
六
三
年
第
三
次
大
和
町
総
合

開
発
計
画
で
、
「古
今
伝
授
の
里
」

づ
く
り
が
掲
げ
ら
れ
、
平
成
五
年
七

月

一
〇
日
に

「古
今
伝
授
の
里
フ
イ

ー
ル
ド
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
同
七
年
の
第
四
次
大

和
町
総
合
開
発
計
画
に

「文
化
財
収

蔵
・展
示
館
」
の
建
設
が
加
え
ら
れ
、

一
〇
年
も
の
曲
折
を
経
て
建
設
が
完

了
し
、　
一
五
年

一
二
月

一
八
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
喜
び
、

感
動
を
形
で
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
会

と
し
て

「
大
和
町
歴
史
年
表
」
（掲

示
用
）
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、　
三
二
年

一
〇
月
、
平
成

七
年
に
作
成
さ
れ
た

『大
和
町
の
文

化
財
』
の
図
録
を
底
本
に
、
そ
の
後

指
定
さ
れ
た
物
件
を
増
補
し
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
　

，
形
式
に
デ
ジ
タ
ル
化
し

ま
し
た

（上
掲
写
真
）
。
現
在
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
で
「大
和
町
の
文
化
財
」

を
検
索
す
る
と
、
大
和
町
の
文
化
財

の
全
容
を
画
像
と
解
説
文
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
五

年
に

「大
和
町
文
化
財
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
展
示
館
に
備
え

ま
し
た
。
今
年
は
こ
れ
に

手
を
加
え
、
図
面
上
の
画

像
に
ポ
イ
ン
ト
を
合
わ
せ

る
と
、
ま
ず
、
英
語
で
件
名

が
現
れ
、
湮建
択
す
る
と
、
拡

大
画
像
と
解
説
に
リ
ン
ク

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

創
立
四
〇
周
年
記
念
事

業
の
前
段
と
し
て
、
昨
年

度
は
傷
ん
だ
文
化
財
標
柱

一
七
本
を
ア
ル
ミ
製
の
標

柱
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
本
命
は
東
家

文
書
七
四
件

一
〇
人
点
の

う
ち
、
古
今
伝
授
及
び
東

常
縁
に
関
す
る
書
き
物
の

デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
完
成

の
の
ち
、
独
自
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
そ
の

他
の
文
化
財
と
共
に
、
公

開
し
て
広
く
自
由
な
閲
覧

に
供
し
ま
す
。

創
立
以
来
、
会
員
の
皆

さ
ん

の
熱
意

に
支
え
ら

れ
、
数
々
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し

た
が
、
会
員
数
は
、
平
成

一
〇
年
の

一
七
七
名
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
地
道
な
活

動
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
、
ご

理
解
を
取
り
付
け
、　
一
人
で
も
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ

と
も
、
記
念
す
べ
き
今
年
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
創
立
当
時
、

会
長
以
下
三
〇
歳
代
～
四
〇
歳
代
の

働
き
盛
り
で
し
た
。
現
在
は
会
員
の

平
均
年
齢
が
七
〇
歳
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
町
内
の

心
あ
る
若
い
人
た
ち
に
こ
の
活
動
の

重
要
性
を
訴
え
、
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
が
、
文
化
財
保
護
活

動
を
よ
り
よ
く
継
続

・
発
展
さ
せ
て

行
く
最
良
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
事
を
念
頭
に
置
き
、
骨
身

を
惜
し
ま
ず
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。
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創
立
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
ヘ

文
化
財
保
護
協
会
こ
れ
ま
で
の
足
跡

本
　
川
　
　
一暑
代
士

を
始
め
、
畑
中
浄
園
、
森
藤
幸
、
有

代
信
吾
さ
ん
ら
の
ご
努
力
で
、
会
報

を
年
二
回
も
発
行
し
て
、
そ
の
中
で

村
指
定
の
文
化
財
の
紹
介
を
さ
れ
た

り
、
皆
さ
ん
お
得
意
の
短
歌

・
俳
句

の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
活
躍
が
手
に

取
る
よ
う
に
偲
ば
れ
ま
す
。
初
め
は

ま
ず
地
元
の
文
化
財
見
学
、
篠
脇
、

阿
千
葉
、
松
尾
城
、
白
山
神
社
、
七

大
天
神
、
金
剣
神
社
等
々
。
場
所
を

広
げ
て
、
明
宝
博
物
館
、
星
宮
神
社
、

長
滝
若
宮
家
、
石
徹
白
神
社
、
そ
し

て

一
乗
谷
朝
倉
城
跡
ま
で
見
聞
を
広

め
、
名
古
屋
、
岐
阜
、
京
都
、
奈
良

各
博
物
館
の
催
し
に
参
加
し
た
旅
で

し
た
。
皆
さ
ん
真
面
目
な
方
が
多
く
、

畑
中
浄
園
さ
ん
、
河
合
俊
次
さ
ん
、

高
橋
義

一
さ
ん
等
は
当
協
会
に
は
欠

か
せ
な
い
方
々
で
し
ょ
う
。

◇
古
今
伝
授
の
里
大
和
誕
生

大
和
町
に
と

つ
て
幸
運
だ

っ
た
こ

と
は
、
昭
和
五
五
年
七
月
か
ら
三
年

に
わ
た

つ
て
東
氏
居
館
跡
の
発
掘
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

森
藤
さ
ん
か
ら
土
松
さ
ん
に
バ
ト

ン
が
渡
り
、
平
成
四
年
秋
、
協
会
創

立

一
五
周
年
記
念
事
業
で
、
大
和
町

内
指
定
文
化
財
展
示
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
古
今
伝
授
の
里

「大
和

町
」
誕
生
の
瞬
間
で
し
た
。
こ
の
た

め
に
生
涯
を
捧
げ
た
と
言
え
る
の
が

土
松
新
逸
さ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

◇
活
動
は
国
内

。
国
外

へ

平
成
元
年

一
一
月
末
、
大
和
町
文

化
財
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
七
名
が
、

千
葉
県
の
東
庄
町
を
訪
れ
た
り
、
平

成
六
年
九
月
に
は
畑
中
、
土
松
、
高

橋
三
氏
が
、
北
京

・
西
安
を
訪
ね
て

の
中
国
旅
行
記
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
浄
園
さ
ん
は
九
年
三
月
、
中
国

の
洛
陽

・
竜
門
石
窟
等
を
再
訪
、
平

成
七
年
七
月
に
は
、
残
留
軍
人
と
満

州
鉄
道
職
員
の
ハ
ハ
ト
イ
村
墓
参
シ

ベ
リ
ア
紀
行
記
を
詳
細
に
載
さ
れ
て

お
り
、
私
に
は
全
然
面
識
の
な
い
方
で

し
た
が
、
つ
い
つ
い
頭
が
下
が
っ
て
し
ま

う
そ
ん
な
人
と
な
り
で
し
た
。

「文
化
財
や
ま
と
」
既
刊
三
五
冊
を

ざ

っ
と
通
読
し
て
気
が
つ
く
の
は
、

最
後
の
ペ
ー
ジ

「編
集
後
記
」
を

一

番
多
く
手
掛
け
ら
る
れ
て
居
ら
れ
る

の
は
畑
中
浄
園
さ
ん
で
す
。
そ
の
浄

園
さ
ん
の
追
悼
文
を
書

い
て
お
ら
れ

る
の
が
現
会
長
の
佐
藤
光

一
さ
ん
、

二
五
号
の

一
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
記

さ
れ
て
い
る
暖
か
い
文
で
す
。

◇
会
長
に
佐
藤
光

一
さ
ん

そ
の
文
章
が
よ
か

っ
た
と
い
う
訳

で
も
な
い
で
し
ょ
う
が
、
土
松
さ
ん

の
次
に
会
長
に
推
さ
れ
た
の
が
佐
藤

さ
ん
、
説
得
の
た
め
に
町
会
議
員
を

始
め
何
人
か
が
佐
藤
宅
を
訪
れ
、
仕

方
な
し
に
承
諾
さ
せ
ら
れ
た
と
か
、

御
本
人
の
つ
ぶ
や
き
で
す
。
な
る
よ

う
に
し
て
な

っ
た
、
私
た
ち
に
は
ニ
ヤ

リ
と
さ
せ
ら
れ
る
シ
ー
ン
で
す
が
、
そ

ん
な
感
想
を
述
べ
た
ら
佐
藤
さ
ん
に

は
お
お
い
に
不
満
で
し
ょ
う
か
？

大
和
町
が
郡
上
市
に
変
わ
る
数
か

月
前
、
「広
報
や
ま
と
」
の
こ
の
人

欄
に
佐
藤
さ
ん
が
、
に
こ
や
か
な
写

真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
　
郡
上
高
校
教
頭
を
最
後
に
短

大
の
英
語
の
講
師
を
務
め
る
か
た
わ

ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
古
文
書
の
通
信
教

育
で
古
文
書
の

「
生
涯
学
習

一
級
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
資
格
を
取
ら

れ
、
町
民
大
学
の

「初
歩
か
ら
の
古

文
書
」
講
座
を
担
当
、
私
た
ち
は
そ

れ
に
よ

つ
て
先
生
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
歴
史
研
究
に
も
熱
心
で

「郡
上
郷
土
史
研
究
会
」
そ
の
他
い

く

つ
も
の
団
体
に
所
属
、
県
内
の
市

町
村
史
は
ほ
と
ん
ど
を
集
め
ら
れ

一

般
の
蔵
書
の
量
も
家
を
壊
す
ほ
ど
。

先
生
の
お
宅
を
伺
う
た
び
に
圧
倒
さ

◇
私
と
四
十
年
前
の
東
北

一一　

盛
岡
か
ら
車

で
真
東

に

大
平
洋
に
向
か
う
と
約
二

一
時
間
で
宮
古
の
浄
土
ヶ
浜
。

一一
　

あ
る
名
僧
が
こ
の
世

の

一
も

の
と
も
思
わ
れ
ぬ
奇
岩

奇
勝
に
極
楽
浄
土

の
よ
う

だ
と
名
付
け
た
と
か
。

．
　

そ
の
や
や
北
が
田
老
町
、

一
そ
こ
の
代
表
的
な
景
観
が

一
三
王
岩
。
そ
の
傍
の
断
崖
の

一
上
に
国
民
宿
舎

「
三
王
閣
」

が
あ
り
、
長
い
階
段
を
下
り

一
た
海
岸
が
文
字
通
り

の
自

一
砂
青
松
、
陸
中
海
岸
の
代
表

一
的
な
景
勝
地
で
し
た
。
た
だ

．
ち

ょ

っ
と
気
に
な

つ
た
の

は
大
き
な
堤
防

の
関
所

の

よ
う
な
門
で
し
た
。
そ
れ
を

潜
ら
な

い
と
海
岸
に
出
ら

れ
な
か

っ
た
の
で
す
。
そ
の

一
自
慢

の
堤
防
は
今
回
の
東

一
北
大
震
災
に
は
役
立
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。

文
化
財
保
護
協
会
が
創

立
四
〇
年
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
の

四
〇
年
前
は
、
東
北
地
方
の
素
晴
ら

し
さ
、
日
本
に
生
ま
れ
た
幸
せ
を
し

み
じ
み
味
わ
い
心
躍
ら
せ
て
い
た
時

期
で
す
。
東
北
の
魅
力
は
海
岸
だ
け

で
な
く
、
十
和
田
湖
、
八
幡
平
、
男

鹿
半
島
、
平
泉
な
ど
が
中
心
で
し
た

が
、
牡
鹿
半
島
や
、
碁
石
海
岸
、
後

に
丼
上
ひ
さ
し
の
小
説
で
有
名
に
な

る
吉
里
吉
里
の
浪
板
海
岸
で
は
、
ま

だ
小
さ
か

っ
た
う
ち
の
娘
た
ち
は
喜

ん
で
水
遊
び
し
た
も
の
で
す
。
沿
岸

を
走
る
四
五
号
線
は
当
時
は
ま
だ
舗

装
工
事
中
で
砂
ぼ
こ
り
の
中
の
真
夏

の
ド
ラ
イ
ブ
は
大
変
で
し
た
が
、
リ

ア
ス
式
海
岸
の
断
崖
絶
壁
や
海
の
青

さ
の
美
し
さ
な
ど
、
今
で
も
あ
り
あ

り
と
目
に
浮
か
び
ま
す
。

◇
文
化
財
保
護
協
会
発
足

昭
和
四
六
年
大
和
村
文
化
財
保
護

協
会
が
発
足
し
た
。

「文
化
財
や
ま
と
」
の
創
刊
号
か
ら

コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得

ま
し
た
。
支
部
長
と
し
て
最
初
に
お

骨
折
り
い
た
だ
い
た
野
田
直
治
さ
ん

東氏館跡庭園発掘状況
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れ
る
の
は
岩
波
新
書
の
冊
数
で
す
。

日
本
中
の
図
書
館
や
書
店
を
歩

い
て

も
あ
れ
だ
け
揃

っ
て
い
る
の
は
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
私
が

一

番
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
は
先
生
が
毎

日
歩

い
て
お
ら
れ
る
こ
と
。
毎
朝
の

日
課
は
雨
の
日
で
も

一
日
で
も
欠
か

さ
な
い
と
か
、　
一
〇
年
以
上
続
い
て

い
る
そ
う
で
す
。
先
生
の
笑
顔
が
い

つ
ま
で
も
若
々
し
い
の
は
、
そ
ん
な

こ
と
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
古
文
書
の
デ
ジ
タ

ル
化七

〇
歳
か
ら
始
め
ら
れ
た
パ
ソ
コ

ン
で
郡
上
藩
宝
暦
騒
動
の
古
文
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

て
い
る
佐
藤
さ
ん
に
よ

つ
て
、
文
化

財
に
と

つ
て
も
画
期
的
な
進
展
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
三
〇
周
年
記
念
で

町
内
指
定
文
化
財

の
Ｃ
Ｄ
化
が
完

成
、
記
念
試
写
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
の

一
泊
旅
行
か
ら
会
員
に

さ
せ
て
頂
い
た
私
に
と

つ
て
、
文
化

財
最
初

の
旅
行
は
信
州
長
野
で
し

た
。
お
城
は
少
な
い
国
宝
の
松
本
城
、

前
山
寺
三
重
塔
、
安
楽
寺
の
八
角
三

重
塔
、
川
中
島
典
厩
寺
、
一象
商
の
館
・

田
中
本
家
博
物
館
等
の
見
学
で
し
た

が
、　
一
番
の
魅
力
は
バ
ス
の
ガ
イ
ド

さ
ん
で
し
た
。
日
本
ア
ル
プ
ス
を
わ

が
家
の
庭
の
如
く
に
熟
知
し
て
お
ら

れ
、
流
暢
な
説
明
に
魅
了
さ
れ
た
の

は
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
前
を
は

つ
き

り
覚
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「旅
行
の
感
想
文
を
出
し
て
く
だ

さ
い
」
私
に
出
来
る
こ
と
な
ら
と
手

紙
文
の
形
で
採
否
を
任
せ
た
ら
、
「
長

野
県
文
化
財
視
察
に
参
加
し
て
」
こ

ん
な
仰
々
し
い
題
名
で
採
用
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
以
後
は
自
分
で
題

名
を
つ
け
、
な
い
頭
か
ら
絞
り
出
し

て
文
章
作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

◇
よ
く
も
ま
あ
こ
ん
な
長
旅
を

次
の
年
は
文
化
財
始
ま

っ
て
以
来

の
長
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

八
幡
か
ら
山
口
県
小
郡
ま
で
約
千

キ
ロ
の
行
程
は
、
費
用
と
距
離
と
で

一
泊
だ
け
で
は
限
度
に
近
い
と
か
、

結
局

一
人
だ
け
の
運
転
手
で
通
し
、

行
き
帰
り
の
昼
食
は
バ
ス
の
中
だ

っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
に
は
親
類
の
慶

事
が
重
な
り
東
京
近
辺
ま
で
の
約
千

キ
ロ
の
行
程
が
追
加
さ
れ
、
更
な
る

負
担
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

生
き
甲
斐
が
変
わ
る
ほ
ど
の
思
い
出

深
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
は

イ
ラ
ク
開
戦
の
年
で
す
。
「
ブ
ッ
シ
ュ

さ
ん
来
て
見
て
欲
し
い
」
広
島
の
ボ

ラ
ン
テ
ア
の
説
明
員
の
姿
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。
オ
バ
マ
さ
ん
広
島
に
来

る
か
し
ら
？

宮
島
を
元
気
に
歩
か
れ
て
お
ら
れ

た
土
松
さ
ん
と
の
ツ
ウ
シ
ョ
ッ
ト
を

錦
帯
橋
の
上
で
河
合
俊
次
さ
ん
に
撮

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い

い
国
宝
の
虎
渓
山
永
保
寺

へ
の
拝
観
。
心
字
池
に
架

か
る
無
際
橋
越
し
の
観
音

堂
が
売
り
の
寺
院
で
あ
る

が
周
り
の
紅
葉
の
見
事
だ

っ
た
こ
と
。

会
報
の
訃
報
欄
に
此
島

修
二
さ
ん
の
名
が
あ
り
ま

す
。
私
ど
も
が
大
和
の
住

人
に
な

つ
た
と
き
最
初
に

お
世
話
に
な

っ
た
方
で
し

た
。
同
じ
会
員
だ

っ
た
な

ん
て
今
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
合
掌
。

◇
文
化
財
収
蔵

・
展
示
館

オ
ー
プ
ン

世
界
中
の
目
が
イ
ラ
ク

に
注
が
れ
て
い
る
頃
、
日
本
で
は
町

村
合
併
が
は
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

大
和
町
も
、
平
成

一
六
年
二
月

一
日

か
ら
郡
上
市
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
前
年
、　
一
五
年

一
二
月

一
八

日

「文
化
財
収
蔵

・
展
示
館
」
が
オ

ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。
最
後
の
町
長

旗
勝
美
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
蔭
で
し

た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
関
係
者

の
ご
努
力
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
要
望
の
取
り

ま
と
め
か
ら
働
き
か
け
、
展
示
レ
イ

ア
ウ
ト
の
取
り
決
め
か
ら
展
示
物
の

細
か
な
作
業
ま
で
、
オ
ー
プ
ン
が
決

ま

つ
て
か
ら
の
急
な
日
程
の
変
更
な

ど
、
佐
藤
会
長
を
始
め
関
係
者
が
寝

食
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
作
業
の
連
続
だ

っ
た
と
聞
き
ま
す
。
大
和
町
文
化
財

保
護
協
会
は
オ
ー
プ
ン
の
式
典
で
感

謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
郡
上
市
誕
生
最
初
の
旅
行

郡
上
市
に
な

っ
て
の
最
初
の
旅
は

親
鸞
聖
人
越
後
流
罪
の
行
程
を
追

っ

た
初
め
て
の
、
二
泊
の
旅
に
な
り
ま

し
た
。
親
鸞
聖
人
の
七
不
思
議
を
追

っ
た
の
で
す
が
性
宗
寺
、
常
敬
寺
、

居
多
神
社
な
ど
読
み
に
く

い
社
寺
、

信
じ
に
く

い
七
不
思
議
が
あ
る
反

面
、
各
地
で
の
桜
並
木
の
見
事
さ
は

新
潟
県
を
見
直
す
ほ
ど
で
し
た
。
こ

の
直
後
に
新
潟
は
災
難
に
遭
遇
し
ま

す
、
水
害
と
中
越
地
震
、
そ
し
て
前

年
に
訪
れ
た
多
治
見
の
永
保
寺
で
は

本
堂
の
消
失
、
こ
の
の
ち
訪
れ
る
輪

島
で
も
地
震
が
発
生
と
不
思
議
な
因

写
真
で
す
。　
一
番
の
印
象
は
瑠
璃
光

寺
の
五
重
塔
で
す
。

熱
心
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
佐
藤
さ

ん
の
後
ろ
か
ら
カ
メ
ラ
に
収
め
、
遠

方
か
ら
の
眺
め
だ
け
に
止
め
ま
し

た
。
奈
良
の
薬
師
寺
東
塔
よ
り
も
時

代
を
感
じ
さ
せ
る
趣
が
あ
り
ま
し

た
。
も
う

一
度
行

っ
て
み
た
い
所
第

一
号
で
す
。
こ
の
時
は
皆
さ
ん
の
ご

厚
意
が
特
に
目
立
ち
ま
し
た
。
原
爆

被
災
状
況
を
語
ら
れ
た
有
代
和
夫
さ

ん
、
長
い
バ
ス
旅
を
飽
き
さ
せ
な
か

っ
た
渡
辺
明
夫
さ
ん
、
超
人
ド
ラ
イ

バ
ー
と
と
も
に
添
乗
員
の
山
本
さ
ん

も
大
変
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
年
の
秋
は
岐
阜
県
で
数
少
な

瑠璃光寺五重塔

り ψ́ サ・、 |―

収蔵・展示館竣工式

大
¨
ヤ
夫
化
財

晨
ホ
館
薇
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式
次
第



縁
が
続
き
ま
し
た
。
中
越
地
震
で
は

縁
戚
関
係

の
旅
館
が
大
打
撃
を
受

け
、
二
年
後
に
再
開
ま
で
の
ニ
ュ
ー

ス
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
報
じ
ら
れ
た
り
し
ま

し
た
が
、
私
ど
も
で
は
仮
設
住
宅
に

お
か
み
さ
ん
の
激
励
と
再
開
お
祝

い

の
再
訪
等
う
れ
し
い
後
日
談
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
と
き
の
新
潟
旅
行
記
は

大
失
敗
を
や
ら
か
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。ガ

イ
ド
の
後
藤
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス

で
田
中
角
栄
邸
の
前
を
バ
ス
が
徐
行

し
た
の
で
す
が
、
表
札
を
じ

っ
く
り

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
田
中

直
紀
の
表
札
を
旧
姓
の
鈴
木
と
書

い

て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
帰

っ
て
か
ら

渡
辺
明
夫
さ
ん
に
ビ
デ
オ
を
見
せ
て

も
ら
い
間
違

い
を
発
見
し
ま
し
た
。

今
の
ビ
デ
オ
で
は
バ
ス
の
中
か
ら
の

撮
影
で
も
表
札
の
字
が
ハ
ッ
キ
リ
撮

れ
る
の
で
す
ね
。
サ
ー
大
変
私
は
ウ

ソ
を
書

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
印
刷

に
出
し
て
し
ま
い
校
正
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
時
佐
藤
さ
ん
は
ど

う
し
た
か
？
校
正
ミ
ス

一
字
を
含
め

間
違

っ
た
文
字
は
全
部
で
三
字
で
し

た
。
あ
の
忙
し
い
佐
藤
さ
ん
が
で
き

あ
が

っ
た
四
〇
〇
部
を

一
部

一
部
ペ

ン
で
訂
正
を
始
め
た
の
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は

「文
化
財
や
ま
と
」
二

九
号
を
見
て
く
だ
さ
い
。
私
の
恥
ず

か
し
い
苦
々
し
い
大
失
敗
の
痕
跡
で

す
。

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
シ
ン
ボ
ル
東
氏
館
跡
庭

園
で
知
ら
れ
る
東
家
の
当
主
東
胤
駿

（た
ね
た
け
）
氏
が
、
平
成

一
七
年

二
月

一
九
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

大
和
町
に
と

つ
て
は
大
事
な
方
の
永

眠
で
し
た

◇
能
登
の
旅

こ
の
年
の
文
化
財
の

一
泊
旅
行
は

越
中

・
加
賀
の
文
化
財
を
訪
ね
る
旅

で
し
た
が
、
私
に
と

っ
て
は
、
三
二

年
ぶ
り
の
能
登
半
島
で
し
た
。
当
時

私
は
世
田
谷
の
東
名
高
速
の
イ
ン
タ

ー
近
く
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
輪

島

・
金
沢
の
北
陸
路
は
魅
力
的
な
観

光
ル
ー
ト
で
し
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
や

潮
干
狩
り
で
連
想
す
る
柔
ら
か
い
砂

浜
が
す
べ
て
の
関
東
地
方
で
は
車
で

走
れ
る
渚
な
ど
夢
の
よ
う
な
憧
れ
で

し
た
。
憧
れ
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
は

ア
ッ
と
い
う
間
に
通
過
し
ま
し
た
。

味
わ

つ
た
の
は
時
の
経
過
で
し
ょ
う

か
？
観
光
地
の
格
差
な
の
で
し
ょ
う

か
？
金
沢
や
和
倉
な
ど
は
人
が
溢
れ

高
級
化
し
て
い
る
の
に
周
辺
の
羽

昨
、
輪
島
な
ど
は
少
し
ず

つ
衰
退
し

て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
震

災
の
後
放
置
さ
れ
た
集
落
が
あ

っ
た

と
か
、
総
持
寺
も
前
と
比
べ
て
若
千

寂
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
紀
行
記
の
日
蓮
宗
の
北
陸
本
山
妙

成
寺
の
ス
ナ
ッ
プ
は
五
重
の
塔
が

一

番
美
し
ぐ
見
え
る
場
所
で
撮
ら
れ
た

佐
藤
先
生
の
写
真
で
す
。

平
成

一
八
年
は
久
し
ぶ
り
の
大
寒

波
、
豪
雪
と
の
格
闘
に
越
年
し
た
年

始
め
で
し
た
が
、
町
内
指
定
の
天
然

記
念
物
の
樹
木
も
各
地
で
被
害
に
遭

い
後
処
理
に
忙
殺
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た

「白
雲
山
や
す
ら
ぎ
の
森
」
開
園

記
念
式
典
や
大
和
町
文
化
財
展
示
館

の
展
示
物
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を

完
成
さ
せ
た
り
と
会
長
は
大
わ
ら
わ

で
し
た
。
そ
の
佐
藤
会
長
が
宝
暦
騒

動
の
古
文
書

『金
氏
苛
政
録
』
デ
ジ

タ
ル
化
奮
闘
中
と
し
て
、
カ
ラ
ー
写

真
入
り
で
八
月
末
朝
日
新
聞
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
確
か
石
神
さ
ん
の
音

頭
取
り
で
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
フ
イ

ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
も
も
ち
ど

り
で
の
大
野
紀
子
さ
ん
の
司

会
ぶ
り
が
爽
や
か
だ

っ
た
こ

と
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
『山
内

一

豊
の
妻
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た

か
？
』
誰
に
も
認
め
ら
れ
る

勉
強
家
の
高
橋
義

一
さ
ん
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も

一
目
置
か
せ
ま

し
た
。
そ
の
信
念
と
い
う
か
、

老
人
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。

◇
鎌
倉

へ
の
旅

平
成

一
八
年
春
の

一
泊
旅

行
は
三
渓
園
と
鎌
倉
の
社
寺

の
研
修
で
し
た
。
数
年
前
か

ら
私
は

「芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
」
に
興

味
を
持
ち
は
じ
め
、
美
術
館
を

つ
く

っ
た
人
々
の
書
物
を
好
ん
で
読
ん
で

お
り
ま
す
。

田
中
日
佐
夫
氏
の

「
現
代
の
美
術

コ
レ
ク
タ
ー
」
と

「美
術
品
移
動
史
」

の
二
冊
が
中
心
で
す
が
三
渓
園
の
原

富
太
郎
が
入

っ
て
お
り
ま
す
。
文
化

財
の
見
所
は
岐
阜
県
の
旧
家
矢
ノ
原

邸
だ

っ
た
の
で
す
が
、
私
は
旧
燈
明

寺
の
三
重
の
塔
、
樹
木
の
間
か
ら
塔

全
体
の
姿
を
捕
ら
え
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。
三
重
の
塔
を
収
集
す
る
な

ん
て
凄
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
し
か

も
原
三
渓
は
岐
阜
県
人
な
ん
で
す
。

残
念
だ

っ
た
こ
と
は
渡
辺
明
夫
さ

ん
、
事
情
が
あ

っ
て
会
員
を
や
め
ら

れ
ま
し
た
。
河
合
俊
次
先
生
も
九
〇

歳
を
期
に
、
町
民
大
学
、
生
涯
学
習

の
講
師
を
引
退
さ
れ
ま
し
た
。
私
が

保
護
協
会
の
会
員
に
な
る
き

っ
か
け

に
な

っ
た
先
生
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
創
立
に
は
多
大
に

貢
献
さ
れ
た
と
か
。
こ
の

『文
化
財

や
ま
と
』
で
も
数
々
の
寄
稿
を
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
滋
賀
向
源
寺
の
十

一
面
観
音
が

一
番
の
ご
推
奨
で
何
度

も
実
物
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
『や
ま
と
』
初
期

の
頃
、
珍
し

く
陶
器
に
つ
い
て
の
寄
稿
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
奥
様
芳
江
さ
ん
の
俳
句
や

感
想
文
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

若
か
り
し
頃
お
二
人
に
は
熱
烈
な
ロ

マ
ン
ス
が
あ

つ
た
と
か
？
先
生
に
は

長
生
き
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
信
濃
路
の
旅

平
成

一
九
年
春
は
私
が
初
め
て
文

化
財
の
旅
行
に
参
加
し
た

一
四
年
と

同
じ
信
濃
路
に
決
ま
り
ま
し
た
。
会

員
の
高
齢
化
が
原
因
で
参
加
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
り
に
く
く
な
り
始
め
、
会

員
の
増
加
が
要
望
さ
れ
始
め
た
こ
ろ

で
す
。
結
果
的
に
滝
日
準

一
さ
ん
が

滝
日

一
正
さ
ん
に
役
員
が
代
わ
る
き

つ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

中
津
川
市
の
女
夫
岩
、
奈
良
井
宿

の
本
造
大
橋
、
川
中
島
古
戦
場
跡
地
、

戸
隠
神
社
、
春
日
山
城
跡
の
順
に
回

り
ま
し
た
が
上
山
田
温
泉
近
く
の
智

識
寺
の
秘
仏
十

一
面
観
音
、
教
育
委

妙成寺遠景
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員
職
員
の
説
明
で
し
た
。
住
職
募
集

中
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
寺
の
衰
退

は
檀
家
の
減
少
だ
け
で
な
く
住
職
も

減
る
の
で
す
。

能
登

へ
行

っ
た
と
き
の
ガ
イ
ド
さ

ん
が
外
国
人
が
推
す
日
本
庭
園
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
は
？
　
と
の
問
い
。
答
え

は

『足
立
美
術
館
』
で
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
狙

っ
て
い
た
美
術
館

で
し

た
。
私
に
と

つ
て
文
化
財
　
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
旅
行
は
こ
の
二
〇
年
春
の

松
江
観
光
で
す
。
大
満
足
で
し
た
が
、

私
に
は
も

つ
と
時
間
が
欲
し
か

つ

た
。
で
も
団
体
行
動
で
は
時
間
の
配

分
も
致
し
方
な
い
で
し
ょ
う
。
趣
味

に
は
、
人
の
好
み
の
濃
淡
に
よ

つ
て

価
値
観
も
変
わ
り
ま
す
。
『足
立
美
術

館
』
は
、
も
う

一
度
行
き
た
い
と
こ

ろ
第
二
号
に
な
り
ま
し
た
。

年
を
と

つ
て
く
る
と
『生
病
老
死
』

を
視

つ
め
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
疎
遠
に
し
て
い
た
親
友
の
不
調

を
知
ら
さ
れ
動
揺
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
年
を
と
る
変
化
に
体
調
の
不
具

合
と
、
精
神
的
な
変
化
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
頑
固
に
な
る
事
に
は
気
を
つ

け
て
お
り
ま
す
が
、
文
案
を
ま
と
め

る
能
力
も
落
ち
る
ら
し
い
。
二
〇
年

春
の
松
江
旅
行
記
は
締
め
き
り
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
徳
島

へ
の
旅

二

一
年
度
春
は
山
田
員
人
さ
ん
の

ご
努
力
も
あ

っ
て
初
め
て
四
国
に
渡

一』］一鰤軸』］慟れ］”̈

り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ツ
ト
の
よ
う
な
第

九
交
響
曲
の
人
形
の
ド
イ
ツ
館
、
作

業
人
を
銅
像
に
し
て
あ
る
藍
染
め

館
、
五
階
建
て
の
ビ
ル
に
な

つ
て
い

る
阿
波
お
ど
り
会
館
等
私
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
鳴
門
海

峡
と
渦
潮
の
自
然
の
景
観
に
は
か
な

わ
な
か

つ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

会
員
外
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

渡
辺
さ
ん
が
ビ
デ
オ
を
回
し
な
が
ら

歌

っ
た
郡
上
お
ど
り

「
か
わ
さ
き
」

が
最
高
だ

っ
た
と
の
女
将
さ
ん
の
感

想
に
、
改
め
て
渡
辺
さ
ん
を
見
直
し

ま
し
た
。
で
も
前
年
の
松
江
が
三
三

る
方
が
多

い
の
が
実
情
で
し

ょ
う
。
で
す
が
私
に
は
、
四

〇
年
の
倍
、
八
〇
年
前
に
大

原
孫
三
郎
氏
に
よ

つ
て
日
本

で
初
め
て
創
設
さ
れ
た
美
術

館

に
行
き
た

い
気
持
ち
は

益
々
募

っ
て
き
ま
す
。

平
成
二
〇
年
八
月

一
六
日

前
会
長
土
松
新
逸
氏
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
百
歳
の
ち
ょ
つ
と
手
前
と

い
う
の
が
、
控
え
め
な
お
人
柄
を
表

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。　
平

成

一
三
年
頃
に
会
長
を
下
り
ら
れ
た

の
で
す
が
、
任
期
中
は
東
海
北
陸
道

が
八
幡

。
大
和
ま
で
延
び
、
私
た
ち

は
白
鳥
か
ら
大
和
ま
で
自
動
車
道
を

歩
く
催
し
に
参
加
し
た
り
、
公
共
工

事
促
進
ブ
ー
ム
で
し
た
。
そ
ん
な
中

で
の
会
長
は

一
番
大
変
な
時
期
で
し

た
。
『文
化
財
や
ま
と
』
二
六
号
の

表
紙
、
会
長
と
し
て
最
後
の
回
想
記

を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
胸
打
た

名
、
こ
の
年
の
徳
島
が
二
三

名
と
参
加
人
員
の
減
少
は
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
こ
の
年
の

秋
京
都
大
蓮
寺
法
然
院
が
三

九
名
、
翌
年
春
の
白
浜
吉
野

山
は
三

一
名
と
新
部
長
の
滝

摯　
　
日
一正
さ
ん
頑
張
つ
て
お
り

一
館

ま
す
。
今
年
二
三
年
春
は
大

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
も
告
別

式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
元
会
長
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ
る
よ

う
な
式
で
し
た
。

同
じ
年
の
春
、
現
会
長
の
佐
藤
さ

ん
は
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
の

会
長
も
引
き
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
と
き
子
さ
ん
か
ら
の
順
番
な

ん
だ
と
本
人
は
涼
し
い
顔
で
す
が
、

交
際
も
広
が
る
し
、
い
わ
ゆ
る
雑
用

も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
我
々
は
会
長

応
援
も
か
ね
て
協
議
会
斡
旋
の
行
事

に
も
積
極
的
な
参
加
に
勤
め
、　
一
昨

年
は
寒
水
の
掛
踊
り
、
昨
年
は
和
良

戸
隠
神
社
の
祭
礼
を
見
物
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祭
礼
は
稚
児
行
列

を
兼
ね
た
神
楽
の
競
い
合

い
、
掛
踊

り
は
八
幡
や
大
和
と
比
べ
地
域
に
よ

っ
て
違
い
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

私
に
は
同
じ
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
派
手
な
扮
装
で
す
が
毎
年

続
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
の
は
致
し
方

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
は
、
記

念
の
年
ご
と
に
特
別
事
業
で
会
の
発

展
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

四
〇
周
年
。
昨
年
は
前
段
階
と
し
て

役
員
の
町
内
文
化
財
視
察
、
研
修
を

実
施
、
併
せ
て
標
識
の
立
て
替
え
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

応
徳
寺
、
カ
ワ
シ
ン
ジ

ユ
ガ
イ
、

細
川
家
の
ヒ
イ
ラ
ギ
等

一
七
本
ほ
ど

で
し
た
。

残
念
な
結
果
も
あ
り
ま
し
た
。
下

剣
の
鶴
来
医
院
、
建
築
物
保
存
に
つ

い
て
文
化
財
保
護
協
会
に
検
討
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は
保
存
見

送
り
に
決
ま
り
ま
し
た
。
患
者
の
往

診
に
回
る
の
に
ち
ょ
つ
と
し
た
お
か

ず
を
手
土
産
に
し
た
り
、
地
元
の
大

和
中
学
校
に
匿
名
の
育
英
資
金
を
寄

付
さ
れ
た
と
噂
さ
れ
る
渋
谷
医
師

は
、
「慶
應
義
塾
出
身
の
内
科
医
で
病

は
症
状
そ
の
も
の
よ
り
も
心
の
中
か

ら
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
か

な
り

一
徹
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
人
幡
の
林
医
院
の
よ
う
に
環
境

と
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
れ
ば
保
存
で

き
る
で
し
ょ
う
が
、
壊
さ
れ
る
の
も

致
し
方
な
い
で
し
ょ
う
」
と
関
係
者

の
感
想
で
す
。

二
三
年
三
月

一
一
日
、
こ
の
日
か

ら
三
か
月
経
ち
ま
し
た
が
、
東
北
被

災
地
の
復
興
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お

り
ま
せ
ん
。
菅
さ
ん
は
い
つ
辞
め
る

の
で
し
ょ
う
か
？
　
山石
手
県
田
老
町

の
国
民
宿
舎

『三
王
閣
』
は
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

長
い
岸
壁
の
石
段
を
降
り
て
拾

つ
て

き
た
岩
は
、
東
京
世
田
谷
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

寮
か
ら
、
千
葉
県
習
志
野
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

宿
舎

４
階

の
ベ
ラ
ン
ダ
を
経
由
し

て
、
現
在
は
大
和
町
の
里
山
の
わ
が

家
の
庭
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
私
が

復
興
し
た
東
北
を
再
び
見
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
か
？
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加
　
藤

　

一　

男

大
和
町
文
化
財
保

護
協
会
が
生
ま
れ
て

か
ら
四
十
年
、
月
日

の
経

つ
の
は
早
い
も

の
で
す
。　
協
会
設

立
に
あ
た
り
、
日
夜

苦
労
さ
れ
た
野
田
直

治
さ
ん
や
皆
さ
ん
に

ま
ず
敬
意
を
表
し
ま

す
。今

日
、
大
和
町
が

日
本
に
誇
る
古
今
伝

授
の
里
に
な

っ
た
の

も
、
本
会
の
先
輩
達

の
努
力
が
原
動
力
と

民
族
資
料
館
に
三
年
余
り
勤
務
し

て
、　
一
層
文
化
財
に
興
味
を
覚
え
ま

し
た
。

資
料
館
と
言
え
ば
、
東
　
胤
駿
さ

ん
に
何
度
も
お
会
い
し
、
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
光
栄
で
し
た
。
小
藩

と
は
い
え
、
い
か
よ
う
に
も
東
氏
二

十
七
代
の
元
藩
主
、
時
の
流
れ
を

つ

く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
か
か
る
立
派
な
協
会
を
受

け
継
い
だ
私
た
ち
は
誇
り
と
と
も
に

責
任
も
重
大
で
す
。
と
か
く
文
化
財

保
護
な
ん
て
い
う
と
、
何
か
堅
苦
し

い
よ
う
な
、
難
し
い
よ
う
な
感
じ
を

与
え
ま
す
の
で
、
も

っ
と
気
楽
に
、

そ
し
て
若

い
人
た
ち
に
も
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
良

い
知
恵
が
出
な

い
か
、
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
考
え

ま
ｒ
し
ょ
つヽ
。

金

子

徳

彦

先
ほ
ど
、
（財
）
日
本
国
際
協
力

セ
ン
タ
ー
の
招
き
で
カ
ン
ボ
ジ
ア

・

ラ
オ
ス
な
ど
メ
コ
ン
五
カ
国
か
ら
中

央
省
庁
関
係
者
ら
二
十
数
名
が
フ
ィ

ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
た
。

目
的
は

「文
化
財
を
活
用
し
た
観
光

促
進
」
の
研
修

で
あ

る
。
事
前

に

「観
光
考
古
学
―
日
本
の
遺
跡
の
活

用
と
観
光
を
考
え
る
―
」
と
い
う
平

成
十
七
年
に
東
京
で
開
か
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集
を
送

っ
て
お

い

た
。
こ
の
シ
ン
ポ
に
お
い
て
文
化
庁

記
念
物
課
の
小
野
健
吉
調
査
官
は
、

遺
跡
整
備
の
要
点
は

「壊
さ
な
い
」
、

「嘘
を

つ
か
な

い
」
、
そ
し
て

「寂

れ
さ
せ
な
い
」
の
三
つ
。
歴
史
的
な

外
観
、
内
包
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
情

報
、
景
観
の
優
秀
性
な
ど
を
備
え
た

資
質
の
高
い
遺
跡
は
訪
問
者
に
と

っ

て
魅
力
的
な
非
日
常
性
で
あ
り
大
き

な
観
光
資
源
、
そ
こ
に
は
戦
略
的
な

整
備
や
運
営
が
求
め
ら
れ
る
、
と
発

表
。
そ
の
モ
デ
ル
的
事
例
＝
品
格
の

あ
る
観
光
地
と
し
て
東
氏
館
跡
庭
園

と
古
今
伝
授
の
里
を
紹
介
し
て
く
だ

さ

っ
た
。
単
に
施
設
の
整
備
に
留
ま

ら
ず
、
能
や
文
楽
、
野
外

コ
ン
サ
ー

ト
や
美
術
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ

ト
事
業
の
展
開
に
も
注
目
さ
れ
て
い

フ０
。東

民
館
跡
が
発
見
さ
れ
て
三
十
年

余
。
我
が
古
里
唯

一
無
二
と
も
い
う

べ
き
東
氏
に
関
わ
る

一
連

の
文
化

財
、
そ
し
て
そ
こ
を
取
り
巻
く
美
し

い
風
景
。
そ
の
活
用
が
、
こ
う
し
て

世
界
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
く
。
何
よ

り
も
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ら
を
き
ち
ん

と
守
り
、
育
て
て
く
れ
た
先
達
に
感

謝
し
た
い
と
思
う
。

」遅
　
　
藤
　
　
曽
田三員
子

会
員
に
な

っ
て
印
象
深
か

っ
た
こ

と
は
毎
年
連
れ
て
行

っ
て
い
た
だ
く

研
修
旅
行
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
思
い
出

は
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
昨
年
町
内

の
文
化
財
巡
り
を
し
た
時
は
多
く
の

良

い
も

の
に
出
会
え
た
こ
と
で
し

た
。
　
会
員
に
な

っ
て
い
て
良
か

っ

た
こ
と
は
、
研
修
旅
行
に
行
く
と
き

い
つ
も
資
料
を
い
た
だ
け
る
こ
と
で

し
た
。
　
私
は
文
化
財
の
こ
と
を
何

も
知
ら
な
く
て
会
員
に
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
町
内
の
文
化
財
巡
り
を
し

て
た
く
さ
ん
良

い
物
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
町
民
の
多
く
の
人
は
、

自
分
の
近
く
に
あ
る
も
の
は
あ
る
程

度
知

っ
て
い
て
も
、
多
く
の
物
は
知

ら
な

い
の
じ

ゃ
な

い
か
と
思

い
ま

す
。
　
町
民
祭
の
折
な
ど
に
、
町
民
の

方
は

「
く
じ
」
な
ど
の
時
間
待
ち
を

し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
映
像
で
文

化
財
を
紹
介
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
町
民
の
方
に
バ
ス
代
や
弁
当
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
、
会
員
が
案

内
を
し
た
り
で
き
れ
ば
良

い
と
思
い

ま
す
。

大
和
町
内

の
文
化
財
巡
り
を
し

て
、
区
民
の
関
心
の
高

い
地
区
は
と

て
も
管
理
が
良
く
て
、
本
当
に
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
是
非
と
も

一言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
役
員
に

も

っ
と
女
性
が
居
て
く
だ
さ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

諮な
物
語
べ

佐
　
尾
　
チ
ド
リ

文
化
財
の
研
修
の
旅
で
、
こ
れ
ま

で
に
京
都
、
奈
良
、
北
陸
方
面
等
で

神
社

・
仏
閣

・
史
跡
な
ど
、
由
緒
あ

る
地
を
ど
れ
だ
け
多
く
訪
れ
た
こ
と

か
。
参
拝
、
見
学
す
る
こ
と
で
、
私

は
古
き
良
き
時
代
の
日
本
の
文
学
の

面
影
を
た
ど

っ
て
来
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

何
年
か
前
、
源
氏
物
語
千
年
紀
に

さ 昭 せ 大 れ ま ま で  れ な

古

学

挙ノヘシ



ち
な
み
、
紫
式
部
ゆ
か
り
の
石
山
寺

に
参
拝
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

平
安
時
代
、
式
部
が
こ
の
物
語
の

構
想
を
練

っ
た
と
言
わ
れ
る
源
氏
の

間
を
目
の
前
に
し
て
、
思
い
が
け
な

い
想
像
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
学
生
時
代
教
科
書
で
興
味

を
持
ち
、
そ
の
後
映
画
を
見
た
り
、

図
書
館
や
博
物
館
巡
り
を
し
た
り
、

原
本
に
も
挑
ん
で
み
た
け
ど
、
し
ど

ろ
も
ど
ろ
で
読
む
の
は
無
理
だ

っ
た

経
験
が
あ
る
の
に
、
こ
の
旅
を
き

つ

か
け
に
、
物
語
に
は
ま

つ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
頃
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
訳

も
出
版
さ
れ
て
い
て
、
最
も
読
み
や

す
い
現
代
版
と
し
て
、
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
ブ
ー

ム
に
な

つ
て

い
ま

し

た
。
そ
れ
は
、
十
年
と

い
う
時
を
経

て
、
な
お
私
た
ち
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
り
、

と
ら
え
る
と
い
う
、
こ
の
古
典
文
学

の
魅
力
が
私
な
り
に
分
か
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

こ
の
物
語
の
あ
ら
す
じ
、
登
場
人

物
は
と
も
か
く
、
作
品
の
内
容
は
五

四
帳
か
ら
な
る
途
方
も
な
く
長
編

で
、
そ
の
流
れ
の
中
、
光
源
氏
を
中

心
に
錯
綜
す
る
大
勢
の
貴
族
達
の
心

情
、
愛
で
あ

つ
た
り
、
悲
哀
、
安
ら

ぎ
、
惧
悩
、
憎
悪
の
展
開
に
は
誰
し

も
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
女
流
文
学
者
式
部
と
は
、
父

は
藤
原
為
時
で
、
漢
詩
文
文
士
で
あ

り
、
幼
い
頃
か
ら
影
響
が
大
き
か

つ

た
ょ
う
で
あ
る
。
適
齢
期
に
父
親
く

ら
い
の
年
上
の
人
と
結
婚
し
、　
一
人

子
を
授
か
る
が
夫
に
先
立
た
れ
て
、

そ
の
後
、
時
の
権
力
者
藤
原
道
長
に

ょ

っ
て
、　
一
条
天
皇
の
中
宮
彰
子
に

仕
え
た
と
の
こ
と
。
式
部
の
物
語
は

こ
こ
か
ら
始
ま

つ
た
と
い
わ
れ
る
。

だ
か
ら
物
語
を
と
り
ま
く
貴
族
社

会
を
浮
き
ぼ
り
に
描
く
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
う
。
紫
式
部
の
名
は
父

の
官
位
で
、
式
部
丞
に
由
来
し
、
物

語
中
の
紫
の
上
に
ち
な
み
紫
式
部
と

な

っ
た
。
性
格
は
プ
ラ
イ
ド
高
く
内

向
的
で
、
人
に
自
分
を
悟
ら
れ
な
い

と
す
る
反
面
、
じ

つ
く
り
人
を
観
察

す
る
才
能
は
抜
群
で
あ
り
、
当
時
、

清
少
納
言
や
和
泉
式
部
の
歌
人
も
同

時
代
だ
と
か
。

千
年
も
の
昔
、
こ
の
よ
う
な
傑
作

を
書
き
上
げ
た
作
者
は
ど
こ
に
も
存

在
し
な

い
と
、
海
外
で
は
、
「華
麗

に
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
王
朝
絵

巻
」
と
絶
賛
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
、

王
朝
絵
巻
そ
の
も
の
で
な
く
、
見
事

な
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
物
語
と
断
言
さ
れ

る
永
井
路
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
の
な

か
で
、
式
部
は
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン

作
家
で
も
歴
史
小
説
か
で
も
な
い
こ

と
を
、
さ
ら
に
光
源
氏
が
栄
華
の
頂

点
を
極
め
た
と
き
に
造
る
六
条
院
も

架
空
の
館
で
あ
り
、
当
時
の
貴
族
は

愛
人
と
共
に
生
活
す
る
人
は

一
人
も

な
く
、
あ
り
得
な
い
と
。
そ
ん
な
晴

景
を
描
き
抜
い
た
風
俗
全
般
に
わ
た

る
精
級
な
表
現
は
式
部
の
学
識
に
裏

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
。
た
だ
、

甘
美
な
王
朝
絵
巻
で
は
な
く
、
愛
と

は
は
か
な
い
も
の
、
う

つ
ろ
い
や
す

い
も
の
、
そ
し
て
、
人
は
い
か
に
苦

じ
め
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
の
思
想
の

深
さ
。
こ
れ
こ
そ
無
常
の
思
い
の
文

学
化
な
の
だ
と
ま
と
め
て
、
こ
の
物

語
は

「虚
構
の
美
学
」
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
す
べ
て
創
作
に
し
ろ
、
リ

ア
ル
に
伝
わ
る
の
は
訳
さ
れ
て
い
る

寂
聴
さ
ん
の
現
代
感
覚
に
沿
う
豊
か

な
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
物
語
を
多
く
の
人
に
読
ん
で

ほ
し
い
と
訳
さ
れ
た
寂
聴
さ
ん
は
少

女
時
代
に
、
人
妻
に
な

つ
て
か
ら
、

な
お
年
を
と

つ
て
か
ら
で
も
読
む
た

び
に
色

々
な
読
み
方
が
で
き
る
か

ら
、
そ
の
時
代
ご
と
に
感
動
的
で
登

場
人
物
が
多
様
、
性
格
も
色
々
。
そ

れ
を
現
代
の
身
近
な
人
に
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
。
読
者
を
飽

き
さ
せ
な
い
魅
力
は
こ
の
辺
り
に
あ

る
の
だ
と
思
う
。

源
氏
物
語
に
つ
い
て
は
訳
者
も
他

に
あ
り
、
色
々
な
説
も
あ
る
の
は
、

こ
の
作
品
が
価
値
観
の
高

い
も
の
だ

か
ら
こ
そ
と
思
う
。
広
大
な
世
界
を

長
編
で
描
き
あ
げ
る
想
像
力
の
た
く

ま
し
さ
と

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ユ
さ
に
、

や
っ
ぱ
り
天
才
の
技
と
、
た
だ
た
だ

脱
帽
し
か
な
い
。

小
さ
な
旅
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
文

学

へ
と
二
重
に
楽
し
め
た
の
は
事
実

で
し
た
。

麒「『呻瘍智蹴蝸つ‐ょて

守
ら
れ
た

田

回

勇

治

私
は
家
の
辺
り
に
あ
る
三
基
の

千
人
塚
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
る
。

二
基
は
天
文
九
年

・
十
年
に
越
前
朝

倉
勢

の
篠
脇
城

来
攻

の
折
の
墳
墓

と
の
こ
と
。
残
り
の

一
基
は
木
蛇
寺

縁
故
の
丘
陵
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
千
人
塚
は
、
昭
和
五
十
年
代

の
回
場
整
備
事
業
計
画
の
区
域
に
入

っ
て
い
た
が
、
地
元
の
心
あ
る
有
志

達
の
数
意̈
に
よ

つ
て
、
か
ろ
う
じ
て

残
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
現
在
は
、

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

篠
脇
文
化
財
顕
彰
会
の
標
柱
が
立

っ

て
い
る
。
同
じ
集
落
の
中
で
、
東
林

寺
跡
か
ら
は
礎
石
が
出
て
き
た
と
後

か
ら
聞
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
計
画

通
り
圃
場
整
備
化
さ
れ
て
跡
形
も
な

い
。な

お
、
東
林
寺
跡
か
ら
出
土
し
た

と
さ
れ
る
懸
仏
六
体
と
和
鏡
二
面

は
、
文
化
財
と
し
て
栗
巣
の
応
徳
寺

に
保
管
さ
れ
、
本
年
協
会
４０
周
年
記

念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
新
し
く
標

柱
が
立
て
ら
れ
る
事
と
な

っ
た
。

東
林
寺
跡
の
件
に
関
し
て
、
前
会

三哺/1ク
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長
の
土
松
新
逸
先
生
は
痛
恨
の
極
み

と
言

っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
強
い
思

い
が
、
そ
の
後
の
東
氏
館
跡
庭
園
の

示
唆
と
発
見
に
つ
な
が

っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年
頃
、
土
松
先
生
は

自
転
車
で
毎
日
の
よ
う
に
徳
永
の
自

宅
か
ら
篠
脇
城
下

へ
出
か
け
ら
れ
て

い
た
。
折
し
も
城
下
山
麓
の
回
場
整

備
工
事
の
た
だ
中
で
あ

っ
た
。
先
生

の
予
測
ど
お
り
、
礎
石
や
陶
片
が
出

土
し
、
工
事
は
中
断
さ
れ
、
本
格
的

な
発
掘
調
査
が
三
年
間
実
施
さ
れ

た
。
な
か
で
も
、
天
目
茶
碗
や
木
簡

が
出
土
し
た
と
き
の
先
生
の
喜
び
様

は
、
今
で
も
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ

′０
．当

時
は
だ

い
ぶ
御
高
齢
に
感
じ
て

い
た
の
で
、
「
先
生

の
バ
イ
タ
リ
テ
イ

は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る

の
か
」

と

失
礼
な
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

先
生
曰
く

「
何
事
に
も
恋

い
を
す
る

こ
と
だ
」
と

の
こ
と
、
な
る
ほ
ど
と

感
心
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
東
氏
館
跡
庭
園
は
室
町

時
代
中
期
を
代
表
す
る
池
泉
観
賞
式

庭
園
と
し
て
、
国
名
勝

の
指
定
を
受

け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本
年
度
、
大
和
町
文
化
財
保
護
協

会
は
創
立
四
〇
周
年
を
迎
え
る
。
初

代
野
田
会
長
以
来
多
く

の
先
生
方

の

献
身
的
な
お
働
き
と
ご
努
力

の
賜
で

あ

る

。
現
会
長
佐
藤
光

一
先
生
は
郡
上
市

文
化
財
協
議
会
の
会
長
を
兼
務
し
な

が
ら
、
東
家
文
書
に
注
釈
、
解
説
を

加
え
て
永
久
に
保
存
す
べ
く
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
た
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な

事
業
で
あ
り
、
お
志
に
感
銘
を
新
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

願
わ
く
ば
、
こ
う
し
た
文
化
財
が

末
永
く
市
民
に
愛
さ
れ
、
守
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
、
子
供
達
や
若
者
達
に
文
化
財

の
す
ば
ら
し
さ
、
貴
重
さ
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
う
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
協
会
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
と

ら
え
て
い
る
。

旗
　
　
　
〓膚
　
子

会
員
で
い
な
が
ら
旅
行
し
か
興
味

が
無
く
て
、
文
化
財
保
護
協
会
員
と

し
て
の
自
覚
が
欠
け
て
お
り
ま
す
。

保
護
協
会
が
計
画
し
て
く
だ
さ
る

旅
行
は
、
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
所
ば

か
り
で
、
と
て
も
有
意
義
で
、
他
所

の
文
化
財
に
心
か
ら
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
後
か
ら
思
い
出
し
て
も
、

良

い
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行

っ
て
く
だ

さ

っ
た
な
あ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

こ
の
よ
う
に
好
き
な
研
修
旅
行
で

す
が
、
最
近
は
、
今
年
十

一
月
に
九

〇
歳
に
な
る
母
の
介
護
で
ど
こ
へ
も

出
か
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
昨

年
二
度
入
退
院
し
、
そ
れ
か
ら
は
万

場
の
私
の
家
で
面
倒
を
見
て
お
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
白
鳥
で
和
裁
を

し
て
元
気
で

一
人
暮
ら
し
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、　
一
月
に
雪
で

す
べ
っ
て
転
び
、
ま
た
入
院
し
、
三

月
末
に
退
院
し
ま
し
た
が
寝
て
ば
か

り
の
毎
日
で
す
。

一
番
下
の
妹
が
家
を
継
い
で
お
り

ま
す
が
、
義
弟
が
定
年
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
と
い
う
時
に
な

つ
て
足
が
し

び
れ
、
痛
く
な
り
、
歩
く
の
も
や

っ

と
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
、
名
古
屋
の
病
院
で
五
月
と
七
月

に
手
術
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
リ
ハ
ビ

リ
状
態
な
の
で
妹
も
泊
ま
り
込
み
で

世
話
を
し
て
お
り
、
な
か
な
か
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
母
も
入
院
し

て
か
ら
は
食
事
も
ス
プ
ー
ン
ニ
杯
く

ら
い
し
か
食
べ
な
い
の
で
、
三
度
三

度
回
へ
運
ん
で
お
り
ま
す
。
四
人
キ

ロ
あ

っ
た
体
重
も
三
六
キ
ロ
に
減

っ

て
し
ま
い
、
脂
肪
は
全
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
わ

っ
て
、
命
を
支
え
て
い
る

の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

妹
夫
婦
が
元
気
で
帰

っ
て
く
る
ま

で
、
母
の
命
を
守
ろ
う
と
、
怒

っ
た

り
、
お
ど
し
た
り
し
な
が
ら
食
べ
さ

せ
て
い
ま
す
。
あ
ん
な
に
き

つ
い
こ

と
を
言
わ
な
け
れ
ば
よ
か

つ
た
と
後

悔
し
て
、
泣
け
る
と
思
い
な
が
ら
、

食
べ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
が
こ
ん

な
に
難
し
い
こ
と
な
の
か
と
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
つ
の
日
か
友
達
と
文

化
財
保
護
協
会
の
研
修
旅
行
に
い
け

る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
頑
張
ろ
う
と

思

っ
て
い
ま
す
。山

内

孝

一

五
月
二
十
日
、
ご
縁
を
得
て
、
親

鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
に

お
詣
り
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
　
盛

大
な
法
要
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
帰

り
の
バ
ス
の
出
発
時
間
ま
で
の
自
由

時
間
に
、
現
在
は
阿
弥
陀
堂
に
か
け

ら
れ
た
足
場
の
、
二
階
、
三
階
を
歩

き
な
が
ら
、
新
装
な

つ
た
御
影
堂
、

こ
れ
か
ら
修
復
に
着
手
す
る
阿
弥
陀

堂
を
、
近
く
か
ら
ゆ
つ
く
り
と
見
学

さ
せ
て
も
ら

つ
た
。

毎
年
、
当
協
会
で
実
地
さ
れ
る
研

修
旅
行
に
同
道
さ
せ
て
も
ら

つ
て
、

つ
く
づ
く
思
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、

先
人
達
の
知
恵
の
深
さ
、
技
術
の
素

晴
ら
し
さ
、
精
魂
を
打
ち
込
ん
だ
そ

の
心
意
気
等
に
想

い
を
い
た
し
、
つ

く
づ
く
頭
の
下
が
る
お
も
い
で
あ

つ

た
。考

え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
の
身
近
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に
は
、
忘
れ
去
ら
れ
て
は
い
か
に
も

残
念
に
思
え
る
有
形
、
無
形
の
文
化

財
的
な
も

の
が

い
く

つ
か
存
在
す

る
。
た
と
え
ば
、
郡
上
各
地
に
伝
わ

る
豊
年
祭
り
の
神
楽
、
嘉
喜
踊
り
、

あ
る
い
は
お
盆
の
切
子
灯
籠
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
の
流
れ
と
共

に
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
な
か

に
は
保
存
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ

っ
て
、
頼
も
し
い
限
り
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、
私
た
ち
の
自
治
会
で

は
、
子
供
達
の
た
め
の

「夏
祭
り
」

を
行

っ
て
お
り
、
シ
エ
ア
ク
ラ
ブ
も

二
、
三
年
前
か
ら
協
賛
し
参
加
し
て

き
た
。
昨
年
は
子
供
達
に
「想
い
で
」

を
と
切
子
灯
籠

の
作
成
に
挑
戦
し

た
。
す
べ
て
無
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、

大
変
だ

っ
た
が
、
ど
う
に
か
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
の
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
で

あ

っ
た
。

夏
祭
り
の
後
は
、
公
民
館
の
玄
関

ロ
ビ
ー
に
保
管
し
て
お
り
、
今
年
も

夏
祭
り
に
は
広
場
に
吊

っ
て
盆
踊
り

が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

子
供
達
の
脳
裏
に
残
る

「切
子
の

下
で
踊

っ
た
」
そ
の
追
憶
を
通
し
て
、

長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
よ
う
な

文
化
財
的
な
も
の
に
、
少
し
で
も
関

心
を
持

っ
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
望
外

の
喜
び
で
あ
る
。

な
お
、
主
と
し
て
郡
上
北
部
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
切
子
灯
籠
が
い
つ
の

時
代
に
、
ど
こ
か
ら
入

っ
て
来
た
も

の
か
、
そ
の
由
来
、
来
歴
な
ど
ご
存

知
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
御
教

示
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま

す
。

井

俣

初

枝

私
は
、
早
く
か
ら
会
員
に
入
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
故
人
と
な

ら
れ
た
諸
先
生
方
や
先
輩
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
理
解
も
大
切
な
こ
と

で
し
た
。

◇
ふ
る
里
散
歩

平
成
四
年
十
月
、
佐
藤
と
き
子
先

生

の
ふ
る
里
散
歩
第

一
回
が
始
ま

り
、
薬
師
平
、
河
辺
古
墳
ノ
福
田
古

墳
と
バ
ス
で
廻

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。大

和
町
の
歴
史
は

一
通
り
聞
い
て

は
い
た
け
れ
ど
も
、
先
生
の
軽
妙
な

語
り
回
は
笑

い
を
誘
い
、
人
を
引
き

つ
け
る
何
か
を
持

っ
て
お
ら
れ
、
ま

た
、
貴
重
な
資
料
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
三
年
間
こ
の

ふ
る
里
散
歩
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
和
町
の
歴
史
、
郡
上
の
歴
史
も

勉
強
で
き
、
民
俗
学
の
柳
田
国
男
の

「
遠
野
物
語
」
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
そ
う
な
心
に
も
な
り
ま
し
た
。
「
よ

か

っ
た
」
、
参
加
さ
れ
た
方
達
の
声
で

し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
歴
史
や
文

化
財
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
常
縁
さ
ん
の
ふ
る
里
探
訪

平
成
二
年

一
〇
月
十
九
日
か
ら
二

十

一
日
ま
で
東
庄
町
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
常
縁
さ
ん

の
ふ
る
里
探
訪
で
す
。
東
庄
町
の
郷

土
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
お
出
迎
え

を
受
け
、
東
氏
ゆ
か
り
の
居
城
址

・

神
社

・
寺
と
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
何
し
ろ
私
は
初
め
て
な
の

で
、
聞
き
漏
ら
し
て
は
大
変
だ
と

一

生
懸
命
で
し
た
。

大
和
町
で
も
有
名
な
あ
の

「古
今

伝
授
」
の
わ
が
町
と
東
庄
が
歴
史

・

文
化
で
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と

で
し
た
。

東
大
社
で
は
東
氏
の
末
裔
東
　
保

胤

（と
う
や
す
た
ね
）
様
が
お
見
送

り
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
念
願
か

な

っ
て
東
氏
の
ふ
る
里
、
史
跡
探
訪

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
戦
国
時
代
の
名
園
探
訪

福
井
県
の
栄
華
を
き
わ
め
た

一
乗

谷
朝
倉
氏
庭
園
、
三
重
県
の
北
畠
氏

館
跡
庭
園
、
岐
阜
県
わ
が
大
和
町
の

東
氏
館
跡
庭
園
な
ど
、
中
世
の
武
将

庭
園
を
訪
ね
ら
れ
た
こ
と
。

人
間
が
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て

創
り
だ
し
た
空
間
の
芸
術
に
や
す
ら

ぎ
と
、　
一
時
の
静
寂
の
な
か
に
そ
の

土
地

の
風
土
と
歴
史
を
感
じ
ま
し

た
。三

重
県
か
ら
奈
良
県

へ
入
り
、
春

を
告
げ
る
お
水
取
り
に
出
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

奈
良
は
い
つ
来
て
も
よ
い
、
何
度

で
も
訪
れ
て
み
た
い
場
所
で
す
。
日

本
人
の
心
の
原
点
で
あ
る
仏
教
を
広

め
て
く
だ
さ

っ
た
聖
徳
太
子
の
お
い

で
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
誰
も
が
す
ぐ

頭
に
浮
か
ぶ
の
が

「
一
七
条
憲
法
」

で
す
。
「和
を
も

っ
て
貴
し
と
し
」

で
始
ま
る
言
葉
で
す
。
茶
道
で
は
柳

で
結
び
輪
を
飾
る
け
れ
ど
、
こ
れ
も

原
点
は
太
子
の
和
か
ら
き
た
も
の
だ

と
私
な
り
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。

経
本
に
は
三
帰
依
文
が
最
初
に
書

い
て
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
聞
法
の

前

に
必
ず
三
帰
依
文
を
と
な
え
ま

す
。
仏
法
僧
と
。
太
子
が
初
め
て
摂

政
を
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
三
宝
を
興

隆
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
の
だ
と
い
う

こ
と
を
ふ
る
里
散
歩
や
郷
土
史
勉
強

会
、
文
化
財
保
護
協
会
で
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
欲
を
言
え

ば
、
修
学
院
と
桂
離
宮

へ
行
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

東大社の「やぶさめ」

(国名勝)東氏館跡庭園
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∫詈塁言

雨

紅
葉
前
線
が
野
山
を
染
め
た
十

一

月

一
八
日
、
秋
の
日
帰
り
研
修
を
行

っ
た
。
今
回
は
、
長
浜
市
と
小
浜
市

を
訪
れ
て
四
か
寺
の
参
拝
と
文
化
財

の
視
察
を
行

っ
た
。

長
浜
市
は
、
琵
琶
湖
の
北
に
位
置

す
る
地
方
文
化
と
商
業

の
中
心
地

で
、
豊
臣
秀
吉
が
城
を
開
い
た
城
下

町
と
さ
れ
る
。
長
浜
城
は
、
大
坂
の

戦
で
山
内

一
豊
の
拠
点
で
も
あ

つ
た

と
さ
れ
、
大
河
ド
ラ
マ

「姫
達
の
戦

国
」
の
舞
台
に
予
定
さ
れ
て
整
備
中

と
の
こ
と
。
浜
ち
り
め
ん
、
カ
ヤ
、

ビ
ロ
ー
ド
が
主
な
産
業
。
大
手
門
通

り
は
歴
史
的
な
黒
壁
建
築
の
建
物
が

連
な
り
、
コ
ク
の
あ
る
重
み
と
落
ち

つ
き
あ
る
街
並
み
で
あ

っ
た
。

小
浜
市
は
、
小
浜
湾
入
り
江
の
静

か
な
港
町
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
玄

関
日
と
し
て
栄
え
た
と
の
こ
と
。
一象

商
が
取
り
い
れ
た
若
狭
漆
塗
り
が
有

名
、
伝
統
工
芸
品
と
し
て
の
ハ
シ
づ

く
り
は
全
国
生
産
の
人
割
を
占
め
る

と
の
こ
と
。
大
陸
か
ら
の
文
化
遺
産

が
多
く

「海
の
あ
る
奈
良
」
と
表
現

さ
れ
、
奈
良
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

「国
宝
の
宝
庫
」
と
さ
れ
て
い
る
。

大
通
寺
の
拝
観

東
本
願
寺
を
本
山
と
仰
ぐ
真
宗
大

谷
派
の
寺
院
と

の
こ
と
。
住
職

の
案
内
で
、
本

堂
、
山
門
、
玄

関
、
梵
鐘
、
大

広
間
、
書
院
、

蘭
亭
、
含
山
軒
、

庭
園
な
ど
を
見

学
し
た
。
大
通

寺
の
成
り
立
ち

は
、
信
長
が
石

山
本
願
寺
を
軍

事
的
要
塞
と
大

阪
の
商
業
交
通

の
要
と
し
て
眼

を

つ
け
、
本
願

寺
撃
滅
作
戦
に

着
手
し
た
。
本

願
寺

一
一
世
顕

如
上
人
は
雑
賀

衆

（さ
い
か
し
ゅ
う
）
を
は
じ
め
諸

国
の
門
徒
を
率

い
て
信
長
と
戦

っ

た
。
世
に

「
石
山
合
戦
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。

信
長
が
没
し
た
あ
と
、
秀
吉
が
本

願
寺
を
保
護
し
て
再
興
し
、
後

の
家

康
は
京
都
七
条
烏
丸
に
寺
領
を
を
寄

進
し
、
東
本
願
寺
を
建

て
た
と

の
こ

レ
Ｃ
。大

通
寺
と
本
願
寺

の
結
び

つ
き

は
、
初
代
の
住
職
を
東
本
願
寺
か
ら

迎
え
て
お
り
、
彦
根
藩
と
代
々
の
姻

戚
関
係
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ

っ
た
。

建
物
が
伏
見
城
の
遺
構
と
さ
れ
る

所
以
は
、
江
戸
時
代
初
期
、
本
願
寺

で
不
要
と
な

っ
た
建
物
を
貫

っ
て
き

て
建
て
た
と
の
こ
と
。
普
通
の
寺
と

の
違
い
は
、
本
堂
の
柱
が
全
部
ま
き

の
本
で
、
角
柱
と
な

っ
て
い
る
。
細

か
な
傷
跡
が
あ
り
こ
れ
は
賽
銭
の
ぶ

つ
か

っ
た
跡
と
の
こ
と
で
、
当
時
の

勢
い
が
伺
わ
れ
る
。
欄
間
は
、
唐
草

模
様
に
ボ
タ
ン
の
単
調
な
も
の
と
、

孔
雀
、
リ
ス
、
鹿
、
牡
丹
等
、
非
常

に
変
わ

っ
た
彫
り
物
で
、
色
石
を
砕

い
て
色
づ
け
し
た
も
の
で
、
四
百
年

経
過
し
た
今
日
も
、
色
鮮
や
な
、
贅

沢
な
作
り
と
な

っ
て
い
る
。

山
門
は
、
巨
大
な
二
層
門
で
、
三
十

三
年
間
掛
け
て
築

い
た
と
さ
れ
大
変

な
苦
難
が
伺
わ
れ
る
。
大
広
間
に
は
、

武
者
隠
し
の
部
屋
が
あ
り
、
袋
戸
棚
、

筆
が
え
し
、
金
箔
の
大
き
さ

（十
二

ｃｍ
）
、
柱
の
面
取
り
の
形
状
な
ど
か
ら

安
土
桃
山
時
代
の
建
物
と
の
こ
と
で

あ

っ
た
。
梵
鐘
は
、
南

北
朝
時
代

（
一
三
六
三
年
）
の
日
本
で
は

一
番

古

い
と
の
こ
と
。

書
院
は
、
ふ
す
ま
絵
を
意
識
し
て

柱
の
位
置
を
定
め
、
十
二
面
の
ふ
す

ま
に
描
か
れ
た
金
地
墨
画
梅
之
図
は

豪
華
絢
爛
た
る
も
の
で
、
各
部
屋
の

障
壁
画
、
襖
絵
な
ど
全
て
が
圧
巻
で

あ

っ
た
。
随
所
に
城
の
建
物
で
あ

っ

た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
時

の
権
力
の
な
せ
る
技
と
仏
教
文
化
を

併
せ
持

つ
、
大
変
立
派
な
お
寺
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
大
き
な
驚
き
と
感

動
を
覚
え
た
ひ
と
時
と
な

っ
た
。

羽
賀
寺

の
拝
観

羽
賀
寺
で
は
、
七
世
紀
の
女
性
天

皇
の
御
影
と
さ
れ
る
十

一
面
観
音
菩

薩
立
像
を
拝
観
し
た
。
像
高

一
四
六

彙
ン
、
腕
が
長
く
不
思
議
な
像
形
で
あ

る
が
、
十
世
紀
に
、　
一
本
の
檜
で
作

製
さ
れ
て
い
る
。
彩
色
は
、
た
い
し

ゃ
色
、
緑
、
朱
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

下
地
が
五

ミリ
を
超
え
る
厚
さ
の
た

め
造
立
当
初
の
彩
色
ほ
ぼ
完
全
に
残

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
色

彩
を
忠
実
に
残
す
、
色
鮮
や
か
で
美

し
い
書
薩
像
で
あ

つ
た
。

多

田
寺

の
拝
観

秀
吉
が
、
鐘
を
た
た
い
て

一
生
お

金
に
困
ら
な
か

っ
た
と
の
言
い
伝
え

か
ら
、
こ
の
寺
で
鐘
を
打

つ
と

一
生

お
金
に
困
ら
な

い
と

の
こ
と

で
あ

る
。
埼
玉
か
ら
嫁
い
だ
、
話
好
き
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（坊
守
）
の
出
迎
え

を
受
け
て
、
梵
鐘
の
打
ち
方
と
祈
願

方
法
を
習
い
、
諸
仏
の
い
わ
れ
を
聞

く
こ
と
に
な

っ
た
。

中
央
に
薬
師
如
来
立
像
、
そ
の
右

左
に
日
光
菩
薩
と
月
光
菩
薩
が
祀
ら

れ
、
こ
の
三
体
が
重
要
文
化
財
と
さ

れ
て
い
る
。
薬
師
如
来
で
壺
を
持

っ
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て
い
な

い
の
は
寺
だ
け
と
の
こ
と
、

十

一
面
観
音
書
薩
は
、
密
教

の
伝
来

以
前
か
ら
の
も
と
さ
れ
極
め
て
貴
重

な
遺
品
と
さ
れ
て
い
る
。
し
ゅ
み
檀

は
日
光
東
照
官
と
同
じ
造
り
の
登
り

竜
造
り
と
な

っ
て
い
る
。

当
寺

薬
師

如
来

の
慈
悲

に
よ

つ

て
、
孝
謙
天
皇
病
気
が
良
く
な

っ
た

た
め
、
国
の
仏

２
扉
が
あ
き
、
当
寺

が
立
派
な

っ
た
と

の
こ
と
。　
一
銭
も

無

い
貧
乏
寺
を
十
三
年
間
の
托
鉢
で

立
て
直
し
た
。
坊
守

の
諸
仏
管
理
の

苦
労
を
苦
と
し
な

い
仏
心
と
、
あ
わ

せ
も

つ
商
魂
た
く
ま
し
さ
に
感
心
し

て
寺
を
後
に
し
た
。

明
通
寺

の
拝
観

明
通
寺
は
、
西
暦
八
〇
六
年
に
創

建
と
の
こ
と
。
以
後
四
〇
〇
年
間
に

三
回
の
火
災
に
遭
い

一
二
七
〇
年
に

全

て
が
再
建
し
た
と

の
こ
と
で
あ

る
。
本
堂
は
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、

余
計
な
飾
り
も
装
飾
も
な

い
、
質
実

剛
健
で
が

っ
ち
り
し
た
も

の
で
あ

っ

た
。こ

の
寺

の
本
尊
は
薬
師
如
来
で
、

本
堂
と
三
重
塔
が
国
宝
と
さ
れ
て
い

フ一
。薬

師
如
来
は
九
五
〇
年
に
、
檜
の

大
木
で
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
手
に
持

つ
壺
に
は
病
気
を
治
す

人
万
四
千
の
名
薬
が
入

っ
て
い
る
と

さ
れ
、
天
下
万
民
の
病
を
治
す
祈
願

所
と
し
て
信
仰
が
厚

い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
三
重
塔
は
阿
弥
陀
三
尊
と
釈

迦
三
尊
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
建
物
は

組
工
が
非
常
に
細
や
か
で
重
厚
な
も

の
で
あ

っ
た
。

大
き
な
感
動
を
覚
え
た

一
日

当
地
の

「弁
当
忘
れ
て
も
、
笠
忘

れ
る
な
」
の
こ
と
わ
ざ
ど
お
り
、　
一

時
、
急
な
雨
に
た
た
ら
れ
ま
し
た
。

知
ら
な
い
土
地
を
旅
す
る
と
思
い
が

け
な
い
知
識
を
得
ま
す
。
今
回
は
、

各
寺
の
御
住
職
に
、
丁
寧
な
案
内
と

細
か
な
説
明
を
頂
い
た
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
文
化
財
に
無
関
心
な

私
に
と

つ
て
、
大
き
な
感
動
を
覚
え

た

一
日
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
機

会
あ
る
ご
と
に
参
加
し
見
間
を
広
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
総
勢
二
十
八
名

の
参
加
者
を
得
て
、
研
修
旅
行
を
無

事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

多田寺の鐘楼

÷÷÷ф争●●●●●●●●●●●
=●

●●●●
==●=摯

参
=申

●参警争参фやや秦

奪文化財保護活動にぜさこ参カロください 濃
警 __… __去 _"彙 壷 _由 品 __由 由 ― _●

■ |・ ■大和町文化黙椰 会の活動|‐■ ||‐ |‐

大和町には、郡上市内で、人が使った最古の石器「落部中屋出土有舌尖頭器 (お ちべなかや

しゅつど・ゆうぜつせんとうき)」 をはじめ、「福田古墳。丸山古墳の出土品」そのほか、市内のほ

かの地区にはないものを含む貴重な文化財が134件あります。

これは、大和町文化財保護協会が昭和56年 7月 創設以来40年間、地道に、一度失われたら

取り戻せない、先人たちの残 した貴重な文化財を発掘 し、保護 し、後世に伝えるために努力

してきた成果だと自負しております。

私たちは、倉」立40周年記念事業の他に、平素次の活動をしております。

① 文化財の所在を周知し、異常が生じたときはすぐ対処します。

② 文化財の所在を示す標柱・案内板などを充実させています。

③ 機関紙「文化財やまと」を発行して、町内文化財への理解を深め、会の活動の様子を内

外に知らせています。

④ 年2回各地の文化財見学・研修の旅行をし、会員の文化財への理解を深めるとともに相

互の親睦をはかっております。

なお、要望があれば、いつでも、何処へでも、町内の文化財の解説・説明に出かけます。

奪                    壌

量奥器 鳳鱈 :量酪柵 雪席 簿 1‐堪ゝ 筑 罐鬱嶺鬱÷鬱舎鬱舎拳舎
=゛

*警豪*嶺÷申●中拳帝争舎攀÷÷鬱舎÷攀攀鬱舎攀÷÷÷
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目
瞥
日
一．・．幸
一業

報
．告

書

四
月
八
日

（木
）
～
九

二
〇
日

（月
）

五
月

一
六
日

（日
）

六
月
　
一二
日

（木
）

一
五
日

（火
）

二
五
日

（金
）

一
〇
月
　
五
日

（火
）

一
〇
日

（日
）

一
一
月

一
人
日

（木
）

一
二
月

　

一
日

一
三
日

二
月

一
〇
日

三
月
　
八
日

一
四
日

（金
）

平
成
二
二
年
度
宿
泊
研
修

（参
加
者
三

一
名
）

探
訪
地
…
第

一
日
、
紀
三
井
寺
、
道
成
寺
参
詣

・
見
学

（宿
泊
白
浜
）

第
二
日
、
金
峰
山
寺
参
詣
、
吉
野
山
セ
ン
ボ
ン
ザ
ク
ラ
散
策

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
、
「文
化
財
ぐ
じ
ょ
う
」
配
布

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
　
原
稿
依
頼
そ
の
他

第

一
回
執
行
部
会

（新
年
度

へ
の
取
り
組
み
）

第

一
回
役
員
会

平
成
二

一
年
度
会
務

・
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
二
二
年
度
事
業
計
画

・

予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
三
二
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会
費
徴
収
に
つ
い
て

県
文
化
財
保
護
協
会
総
会

（於

・
・
岐
阜
総
合
庁
舎
）

平
成
二
二
年
度
総
会

（出
席
三
二
名
）

①
平
成
二

一
年
度
会
務

・
決
算
報
告

②
平
成
二
二
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数
三
〇
〇
部
）

講
話
‥
講
師
…
フ
イ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
長
　
金
子
徳
彦
氏

題
目
‥

「古
今
伝
授
の
里
づ
く
り
二
〇
年
の
歩
み
」

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

第
二
回
執
行
部
会

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
役
員
会

（郡
上
市
協
議
会
諸
行
事

へ
の
参
加
に
つ
い
て
）

役
員
会

（町
内
文
化
財
視
察
）

（木
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
」
長
野
方
面

（中
止
）

第
三
回
役
員
会

①
平
成
二
二
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画

・
実
施
に
つ
い
て

②
そ
の
他

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
市
内
文
化
財
め
ぐ
り

「和
良
町
戸
隠
神
社
祭
礼
」

見
学

（参
加
者

一
五
名
）

平
成
二
二
年
度
秋
の
日
帰
り
研
修

（長
浜
大
通
寺
、
小
浜
明
通
寺
ほ
か
、
参
加
者
二
八
名

第
三
回
執
行
部
会

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
引
き
続
き

郡
上
郷
土
史
研
究
会
と
合
同
に
て
講
演
会
、
懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
二
三
年
度
春
期

一
泊
研
修
計
画
）

役
員
会

（平
成
二
三
年
度
春
期

一
泊
研
修
、
新
年
度
の
諸
計
画
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
第
二
回
理
事
会

月 火 木  月 水

音  脅 合背
さ三__五 七五
s日 日日日日日

δさ↓ささ↓こ
日

目
麟
置
∵
事

．業
一議

四
月
二
〇
日

（水
）

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

（二
三
年
度
諸
計
画
）

二
三
日

（土
）

第

一
回
執
行
部
会

（新
年
度

へ
の
取
り
組
み
）
、
平
成
二
二
年
度
会
務

・
決
算
報

生
回
に
つ
い
て
、

平
成
二
三
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て
、
四
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、

会
員
拡
大
に
つ
い
て
、
平
成
二
三
年
度
総
会
に
つ
い
て
、

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
　
原
稿
依
頼
そ
の
他

五
月

一
六
日

（月
）

第

一
回
役
員
会

平
成
二
二
年
度
会
務

・
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
二
三
年
度
事
業
計
画

・

予
算
案
に
つ
い
て
、
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

四
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て
、

平
成
二
三
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会
費
徴
収
に
つ
い
て

県
文
化
財
保
護
協
会
総
会
、
四
〇
周
年
記
念
大
会

（於

・
・
岐
阜
県
図
書
館
）

平
成
二
三
年
度
総
会

①
平
成
二
二
年
度
会
務

・
決
算
報
告
、
監
査
報
告

②
役
員
改
選

③
平
成
二
三
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

④
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤
四
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数
四
〇
〇
部
）

講
話
‥
佐
藤
　
光

一

題
目
‥

「郡
上
藩
主
金
森
頼
錦
の
末
路
」

七
月
三

一
日

（日
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

八
月
　
七
日

（日
）

七
日
祭

・
薪
能

三
四
日

（水
）

第
二
回
執
行
部
会

九
月
　
一
一日

（金
）

第
二
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
、
郡
上
市
協
議
会
諸
行
事

へ
の
参
加
に
つ
い
て
）

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
」

大
河
ド
ラ
マ

「江

・
姫
た
ち
の
戦
国
」
を
訪
ね
て

一
〇
月
　
五
日

（火
）

第
二
回
役
員
会

①
平
成
二

一
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画

・
実
施
に
つ
い
て

②
そ
の
他

二
五
日

（火
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
市
内
文
化
財
め
ぐ
り

「高
鷲
町
開
拓
関
係
の
資
料
展
」
見
学

一
一
月

一
一
日

（金
）

秋
季
日
帰
り
研
修

一
二
月
　
一
日

（水
）

第
三
回
執
行
部
会

一
三
日

（火
）

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
記
念
事
業
発
表
会
の
持
ち
方
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
懇
親
会

二
月

一
〇
日

（木
）

研
修
部
会

（平
成
二
四
年
度
春
期

一
泊
研
修
計
画
）

三
月
　
・八
日

（火
）

第
五
回
役
員
会

（平
成
二
四
年
度
春
期

一
泊
研
修
、
新
年
度
の
諸
計
画
に
つ
い
て
）

以
下
未
定

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
第
二
回
理
事
会

六
月

一
四
日

（火
）

三
二
日

（水
）

二
〇
日

（火
）

二
七
日

（水
）

画

塞
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会 簿 (順不田 平成 23年 6月 IEx在

■ 剣

山 ~下  運  平 幅間)88-2406

旗   勝 美 願「日)88-2031

日 置 敏 明 (顧 晟月)88-2254

本す 瀬 ノヽ     88-2128

,可
△

俊 ,台     88-2246

力ll 藤 正 恵     88-2107

力ll 藤 文 蔵      88--2802

佐 藤 光  一 (会長)88-3201

佐 藤 八重子   88-3201
田 中

イ本 ク、    88-2200
昔
同 橋 義 -   88-3792

'可

 4)   亘 (理事)88-2358

河  合     尚    88-2304
薔
ガ 藤 /1 式      88--2329

森 前 とし子 (理事)88-3479

岩 崎 扶美子   88-3521

'可

△ 禾」 却訳副会長)88-3520

河 合 美弥子   88-3520
山 内 博     88-3886

山 内 悦 子    88-3886

オす  瀬  方  彦     88-2008
/1 池 ネ百  三二     88-4064
/1ヽ 池 圭 子    88-4064

林 千 里     88-3333

佐 藤 公 子    88-2161

山 下 妙 子     88-2405

山 田 ひ とみ   88-2736

■大間見
十
Ｕ

■
■ 井 正 蔵     88-2323

大 野 一 道 (理事)88-2230

大 野 紀 子     88-2230

野 田 英 志     88-2285

辛青 水  一 作    88-3086

池 田 光 彦 (理事)88-3090

小野江   勉   88-2725
松 井 賢 雄 (理事)88-3991

藤 代
ご貝 イ予     88-3060

小野木 花 子   88-2747
青 木 ユリ子   88-3477
坪 井 由佳子   88-3990

■万 場

畑 中 真 澄  88-2441
石 神 尭 生 (理事)88-2413
¨
旧 葉

本́ 巳    88-2503

寛 伸 宏佳     88-2532

寛 明 イt     88-2532
里
¨

岩 弘 美     88-2458

井 俣 初 本支     88-2758
〓
目 地 正 男   88-2447
大 井 正 明 (理事)882894

旗 清 子 (理事)88-4170

山 田 敬 子     88-3917

大 井 と も ゑ    88-2893

三 輪 孝 子  88-2782
桑 田 守 夫    88-2514

大 中 弘 美  883506
大 中 春 子   88-3506
鷲 見 務     88-2651

鷲 見 三 津 子   882651
/1ヽ 倉 義 明    88-3224
/1ヽ 倉 津 由 子     88-3224

桑 田 洋 - 882414

桑 田 1専    88-2241

大 中 登 志 枝   88-3624
■徳 永

水 野 志 づ 子   88-2610
山 内 孝 一 (理事)882616
」返 藤 賢 逸     88-2121

遠 藤 富貴子 (理事)88-2121

渡 辺 千 恵     88-3280

■河 辺

鷲 見 長 子     88-2028
一則 田 鈴    88-3666

■神 路

臼 田 浄 円  883461
臼 田 宝 徳    88-3730
「
● 生 1青    88-2271

山 田 具 人 (会計)882114
山 田 正 代    88-2114

山 田 健     88-2689

山 田 味 代 子  882844

山 田 敬 子     88-2336

■ 牧

金 子 政 子    88-3426

滝 日 準 一 (監事)88-2705

栗 飯 原 明 子   882362
日 置 貞 -   88-2662
遠 藤 千 鶴 子   88-3637
」渥 藤 同 真     88-2890

i竜 日 敬 子     88-3406

田 口 勇 治 (目1会長)88-3950

カロ 藤 男    88-2870

野 田 一黒 明     88-3043

尾 藤 佐 紀 子     88-2353

早 瀬 ふ み 子     88-3327

日 置
土
目 子    88-3636

斉 藤 武 生    88-3922

滝 日 一 正 (理事)88-3064

日 置 康 夫    88-3788

金 子 徳 彦  883063
■栗 巣

島 崎 増 造 (監事)88-2236

増 田 洋 子  884041

寛  政 之 助 (理事)88-4031

野 田 古
心 光     88-4027

■古 道

細 川   優 (理事)88-2861
圭
目 水 克 巳    88-2862

野 口 喜 代 子   883084
■名1皿部

有 代 具 一 {理事)88-3791

森 下 正 員1     88-3413

佐 尾 チ ド リ (理事)883544

■ 島

森 藤 雅  毅 (理事)88-2684

山 田 長 次     88-3648

田 中 篤     88-2792

奥 田
日
日 ワ]    88-2520

奥 田 ,青 子      88--2520

本 川 喜 代 士 嗜言己)88-3833

本 清 子     88-3833
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項 目 決‐算 額 摘 要

前年度 繰越 金 1,922

費 216,000

1基 員 会 費 216,000
正会員2,000円 ×100名

家族会員1,000円 ×16名

助  成  金 811000 郡上市

記念事業積立金 302,053

そ  の  他 貯金利息他

ハ
計 601,007

◆◆◆平成23年度 予算書 ◆◆◆

(収入の部)            (単 位 :円 )

崎 増 造
(§)滝

日 準 一
CD

(単位 :円 ) (支出の部 ) (単位 :円 )

項 目 予 1算 :額
摘 要

本
議 費 45,000

総 費 25,000 講師謝礼 他

議 費 20.000 理事会 役員会

事  業  費 420,000

会 報 発 行 費 80,000 500音Б

奉 仕 活 動 費 30,000
文化財清掃奉仕作業燃料代

傷害保険

年
業

回
事

凱
念

創
記

270.000 東家文書デジタル化など

文 化 財 研 修 40,000

事 務 局 費 50,000

消 耗 品 費 30,000
プリンタインク

印刷用用紙 他

通  信  費 20,000 通信用はがき 他

会  費 (県市 ) 50,000 県:30,000 郡上市 :20,000

予 備 費 6,000

計 571,000

収入 601,007-支出 597,047=3,960円
(3,960円 は平成23年度へ繰り越し)

ついて監査 を行った結果、適正に処理 されていました。

◆◆◆平成22年度 決算報告書 ◆◆◆

(収入の部) (単位 :円 )

(支出の部)

平成22年度の歳入 。歳出経理に

平成23年 5月 16日

監事 島

「文
化
財
や
ま
と
」
第
三
六
号
　
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
二
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
　
代
表
者
／
佐
藤
光

一　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

□
□
□
□

▽
今
年
度
は
大
和
町
文
化
財
保
護

協
会
成
立
四
十
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に

「文
化
財
や
ま
と
」

は
Ａ
４
に

一
新
し
ま
し
た
。
▽
私

は
郡
上
高
校

一
年
の
時
、
担
任
で

あ
り
日
本
史
の
先
生
で
も
あ

っ
た

高
牧

賞
先
生
を
ス
ク
ー
タ
ー
の

後
ろ
に
乗
せ
、
栗
巣
の
民
家
の
古

文
書
調
査
に
走
り
回

っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代
の
前

半
、
ま
さ
に
郡
上
の
歴
史
開
明
の

一
端
を
担

っ
て
い
た
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
後
に
な

っ
て
気
づ
き
ま
し

た
。

▽
現
会
長
の
佐
藤
光

一
先
生

と
初
め
て
お
会

い
し
た
の
も
郡
上

高
校

一
年
生
の
英
語
の
時
間
で
し

た
。
今
な
お
親
し
く
、
厳
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
、

歴
史
の
宿
命
を
感
じ
ま
す
。
▽
ま

た
、
大
和
村
史
の
編
纂
に
関
わ
り
、

わ
ず
か

一
行
の
古
文
書
の
解
読
を

巡
り
、
二
日
も
三
日
も
激
論
が
続

き
、
そ

の
最
中

に
疲
れ
果

て
て

眠

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
今
は
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
時
は

早
く
流
れ
過
ぎ
、
心
を
潤
す
も
の

は
、
さ
ら
に
速
く
流
れ
去
り
ま
す
。

今
踏
ん
張
ら
ね
ば
と
切
実
に
思
い

ま
す
。
　

　

　

　

　

（ま
）

項 目 予‐算‐額「 摘 要

前 年 度 繰 越 金 3,960

費 216,000

費〈
ム

ロ貝〈
バ 216,000

正会員2,000円 ×100名

家族会員1.000円 ×16名

助 成 金 81,000 郡上市より

記念事業積立金 270.000

雑 収 入 40

△
計 571,000

項 目 決 算 額 摘 要

会  議  費 13,869

総  会  費 6,144
資料費 印刷費
冷房費など

圭
戯 費 7,725 印刷費

事 業 費 501,526

研   修   費 173,395 春の宿泊研修 (バス代の一部)

研 修 費 34,941 秋の日帰り研修(バス代の一部)

会 報 発 行 費 50,40C 350部 (『文化財やまと』)

奉 仕 活 動 費 21,960 燃料代 傷害保険など

文化財標識調査費 4,600 行事部

文 化 財 標 柱 費 192.500

応徳寺・白雲山・松尾城
カワシンジュガイ

細川家ヒイラギなど標柱代

郡上市文化財研修費 1,375 和良町戸隠神社例祭

合 同 研 修 会 費 7,730
郡上歴史研究会との合同研
修会 講演料など

理 事
.研

修 会 14625
大和町内文化財研修 :

参加者13名 弁当13,000

茶1,625

事 務 局 費 31,652

消 耗 品 費 29,452
ハガキ 資料送付 コピー

印刷など

記 録 メ デ ィ ア 1,780

振 り込み手数料 420

会 費 負 担 金 50,000 舅ミ:30.000君千JLTF:20,000

△
計 597,047
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